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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第87期

第４四半期連結
累計期間

第87期
第４四半期連結
会計期間

第86期 　

会計期間

自平成22年
１月１日
至平成22年
12月31日

自平成22年
10月１日
至平成22年
12月31日

自平成21年
１月１日
至平成21年
12月31日

　

売上高（百万円） 1,428,207379,7381,384,750 　

経常利益（百万円） 13,839 5,981 11,052 　

四半期（当期）純利益（百万円） 9,026 3,642 4,741 　

純資産額（百万円） ― 83,300 75,640 　

総資産額（百万円） ― 446,268 426,291 　

１株当たり純資産額（円） ― 1,909.491,728.62 　

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
210.02 84.77 110.31 　

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
─ ─ ─ 　

自己資本比率（％） ― 18.4 17.4 　

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
13,794 ― 9,542 　

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△1,848 ― △2,455 　

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△2,975 ― △1,317 　

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
― 50,553 41,582 　

従業員数（名） ― 4,429 4,516 　

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には消費税等は含まれておりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　　　　４．第87期は決算期変更により、平成22年１月１日から平成23年３月31日までの15ヶ月の変則決算となっておりま

す。
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２【事業の内容】

　当第４四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について重要な

変更はありません。

  

 

３【関係会社の状況】

当第４四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

　

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成22年12月31日現在

従業員数（名） 4,429(1,623)

　     （注）１. 従業員数は就業人員であります。

２. 従業員数欄の(外書)は、臨時従業員の当第４四半期連結会計期間の平均雇用人数(155時間／月換算)で

あります。

(2）提出会社の状況

　 平成22年12月31日現在

従業員数（名） 2,346(121)

　 　  （注）１. 従業員数は就業人員であります。

２. 従業員数欄の(外書)は、臨時従業員の当第４四半期会計期間の平均雇用人数(155時間／月換算)であり

ます。

　

EDINET提出書類

株式会社菱食(E02558)

四半期報告書

 3/24



第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

（1）仕入実績

　当第４四半期連結会計期間における商品仕入実績を事業の部門ごとに示すと、次のとおりであります。

事業部門の名称

当第４四半期連結会計期間

（自　平成22年10月１日

至　平成22年12月31日）

金額(百万円)

食品卸売事業 356,000

その他の事業 674

合計 356,674

　（注）１．セグメント間取引については、相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

（2）販売実績

　当第４四半期連結会計期間における販売実績を事業の部門ごとに示すと、次のとおりであります。

事業部門の名称

当第４四半期連結会計期間

（自　平成22年10月１日

至　平成22年12月31日）

金額(百万円)

食品卸売事業 379,001

その他の事業 736

合計 379,738

　（注）１．セグメント間取引については、相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

　

２【事業等のリスク】

当第４四半期連結会計期間において新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第４四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結などはありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況 

　当第４四半期連結会計期間におけるわが国経済は、政府による景気対策や好調な新興国経済の影響等により緩や

かな回復基調にありましたが、雇用情勢は依然として厳しく、景気の先行きは不透明な状況で推移いたしました。

　食品流通業界におきましては、生活者の節約疲れ等から個人消費に一部回復が見られた一方で、生活防衛意識は

依然として根強く、商品の低価格化が継続する厳しい経営環境となりました。

　このような状況下、当社グループは、物流機能を核とした「集物型流通」とともに、近年注力してきたライフスタ

イルマーケティングを機軸とし、生活者が求める売り場作りに貢献するマーケティング機能の充実や外食事業

データの蓄積、食品廃棄物の低減などの新たな取組みにより、「創造型流通」の構築を図ってまいりました。あわ

せて、物流費を中心としたコスト構造改革によるローコスト化を更に推進することで、業績の向上に努めてまいり

ました。

　この結果、当第４四半期連結会計期間の売上高につきましては、前期に酒類カンパニーを統合した影響により酒

類が増加し、また、冷凍・チルド食品など低温事業が拡大したこと等により、3,797億38百万円となりました。利益

面につきましては、売上高の拡大に伴う売上総利益の増加及び販管費率の改善により、営業利益は56億54百万円、

経常利益は59億81百万円となりました。四半期純利益は特別損益の改善から36億42百万円となりました。

　

　また、平成22年7月29日にお知らせいたしましたとおり、当社は、当社の親会社である三菱商事株式会社、並びにそ

の子会社である、明治屋商事株式会社、株式会社フードサービスネットワーク及び株式会サンエスと、当社、明治屋

商事株式会社、株式会社フードサービスネットワーク及び株式会社サンエスの４社経営統合について、本年３月ま

での合意を目指し協議しております。

　本経営統合は、当社グループの既存事業領域と大きなシナジーが期待でき、国内食品流通業界におけるリーディ

ングカンパニーとして、更なる機能強化を図り、より一層の顧客満足を目的としたものであります。

　

　

（品種別売上高明細表）

品種

当第４四半期連結会計期間

（自　平成22年10月１日　

  　至　平成22年12月31日）

金額（百万円）　 前年同四半期比（％）

缶詰類 5,949 1.8 

調味料類 52,822 △0.5 

麺・乾物類 37,748 △2.1 

嗜好品・飲料類 53,684 4.8 

菓子類 12,758 △3.8 

冷凍・チルド類 99,850 6.7 

酒類 89,072 29.7 

 その他 27,852 11.4 

合計 379,738 8.7 
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（業態別売上高明細表）

業態

当第４四半期連結会計期間

（自　平成22年10月１日　

 　至　平成22年12月31日）

金額（百万円） 前年同四半期比（％）

 卸売 29,387 12.4 

 ＧＭＳ 44,420 △1.0 

 ＳＭ 179,501 10.5 

 ＣＶＳ 58,526 8.4 

 ドラッグストア 14,868 3.1 

 ユーザー 14,459 1.9 

 その他直販 32,640 20.8 

 （直販計） 344,417 8.7 

 メーカー・他 5,933 △3.3 

合計 379,738 8.7 

（注）１．ＧＭＳはゼネラル・マーチャンダイズ・ストアの略で、総合スーパーであります。

　　　２．ＳＭはスーパーマーケットであります。

　　　３．ＣＶＳはコンビニエンスストアであります。

　　　４．ユーザーは外食・中食・給食等消費者へ直接飲食サービスを提供する事業者であります。

　

　　事業の部門別の業績は、次のとおりであります。

　

① 食品卸売事業

　当事業における品種別では、前期に酒類カンパニーを統合した影響により酒類が増加、また、低温事業が拡大し

たことにより冷凍・チルド類が増加しております。

　業態別においても、酒類カンパニー統合の影響等により、「直販」業態はＳＭ、ＣＶＳを中心に増加、「卸売」業

態も増加しております。

　これらの結果、当事業の当第４四半期連結会計期間の売上高は、3,790億1百万円となりました。

　

② その他の事業

　その他の事業における売上高は、7億36百万円となりました。
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(2) キャッシュ・フローの状況

  当第４四半期連結会計期間の連結キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

 

 当第４四半期連結会計期間

（自　平成22年10月１日

　至　平成22年12月31日）

　　　　（百万円）

 営業活動によるキャッシュ・フロー 10,336 

 投資活動によるキャッシュ・フロー △909 

 財務活動によるキャッシュ・フロー △260 

現金及び現金同等物の増加額（△は減少額） 9,167 

現金及び現金同等物の期首（第３四半期末）残高 41,386 

 現金及び現金同等物の第４四半期末残高 50,553 

 

① 営業活動によるキャッシュ・フロー

　営業活動の結果得られた資金は103億36百万円となりました。主たる要因は税金等調整前第４四半期純利益59億

3百万円等であります。

  

② 投資活動によるキャッシュ・フロー

　投資活動の結果使用した資金は9億9百万円となりました。主たる要因は有形固定資産の取得による支出5億64百

万円等であります。

  

③ 財務活動によるキャッシュ・フロー

　財務活動の結果使用した資金は2億60百万円となりました。主たる要因はリース債務の返済による支出2億60百

万円等であります。

 

　以上の結果、当第４四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は505億53百万円となり、第３四半

期連結会計期間末（413億86百万円）に比べて91億67百万円増加となりました。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第４四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1) 主要な設備の状況

　当第４四半期連結会計期間において、当社グループが取得した主要な設備は、次のとおりであります。

（提出会社）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　（平成22年12月31日現在) 

事業所名

(所在地)

事業部門

の名称

設備の

内容

帳簿価額（百万円)

従業員数

（名）
建物及び

構築物

機械装置

及び運搬

具

土地

(面積㎡)

リース

資産
その他 合計

松戸ＳＤＣ

(千葉県松戸市)

食品卸売

事業

事務所及

び物流セ

ンター

251 67
－

[20,218]
791 32 1,143 8

 （注)１．帳簿価額の「その他」は、器具及び備品であります。

　　　２．金額には消費税等は含まれておりません。

 　　 ３. 面積の[　]書きは、賃貸中のものであります。

　　

(2) 設備の新設、除却等の計画

　当第４四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却

等について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画は

ありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 140,000,000

計 140,000,000

②【発行済株式】

種類
第４四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年2月14日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 43,958,65043,958,650
東京証券取引所

市場第一部
単元株式数100株

計 43,958,65043,958,650 ― ―

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　該当事項はありません。

　　

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(百万円)

資本金残高
 

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成22年10月1日～

平成22年12月31日 
－ 43,958,650 － 10,630 － 10,400

 

(6) 【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第４四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。 
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(7) 【議決権の状況】

　当第４四半期会計期間末日の「議決権の状況」については、株主名簿の内容が確認できないため、記載すること

ができないことから、直前の基準日(平成22年６月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。 

　

①【発行済株式】

　 （平成22年12月31日現在）

 区分   株式数（株）  議決権の数（個）  内容

 無議決権株式  ─  ─  ─

 議決権制限株式（自己株式等）  ─  ─  ─

 議決権制限株式（その他）  ─  ─  ─

 完全議決権株式（自己株式等）  普通株式　　983,100  ─  単元株式数100株

 完全議決権株式（その他）  普通株式 42,945,600 429,456 同上

 単元未満株式  普通株式 　　29,950  ─
 １単元（100株）未満

 の株式 

 発行済株式総数     　　　43,958,650　  ─  ─

 総株主の議決権  ─ 429,456  ─

 (注)１. 「完全議決権株式（その他）」の中には、証券保管振替機構名義の株式が、200株（議決権２個）

含まれております。

　　 ２. 「単元未満株式」には当社所有の自己株式96株が含まれております。 

 

②【自己株式等】

　 （平成22年12月31日現在）

所有者の氏名

又は名称
所有者の住所

自己名義

所有株式数

（株）

他人名義

所有株式数

（株）

所有株式数

の合計

（株）

発行済株式総

数に対する所

有株式数の割

合(％)

 株式会社菱食 
東京都大田区平和島

六丁目１番１号
983,100 ─ 983,100 2.23

 計  ─ 983,100 ─ 983,100 2.23

 

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
１月

２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 2,5152,3862,2202,2702,3262,2022,3402,1542,0501,9901,8421,849

最低(円) 2,3272,1812,0932,1771,9701,9201,9981,8351,8181,6961,6971,728

（注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

 　

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。 
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　当社は、平成22年３月30日開催の第86期定時株主総会において、定款の一部変更を決議し、決算期を12月31日から３

月31日に変更いたしました。これに伴い、当連結会計年度は平成22年１月１日から平成23年３月31日までの15ヶ月間

となっております。　

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第４四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平

成22年12月31日まで）及び当第４四半期連結累計期間（平成22年１月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
　(1) 【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第４四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,804 2,167

受取手形及び売掛金 206,467 198,370

有価証券 17,200 39,600

商品及び製品 42,672 41,982

原材料及び貯蔵品 38 41

短期貸付金 32,508 －

その他 43,051 39,996

貸倒引当金 △543 △541

流動資産合計 343,200 321,616

固定資産

有形固定資産 ※1
 62,982

※1
 64,425

無形固定資産

のれん 4,804 5,267

その他 2,045 2,162

無形固定資産合計 6,849 7,430

投資その他の資産

投資有価証券 15,194 14,926

その他 20,231 20,301

貸倒引当金 △2,189 △2,409

投資その他の資産合計 33,235 32,819

固定資産合計 103,068 104,674

資産合計 446,268 426,291

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 308,588 301,795

引当金 446 555

その他 38,828 35,098

流動負債合計 347,864 337,449

固定負債

退職給付引当金 10,187 10,410

役員退職慰労引当金 355 421

その他 4,561 2,369

固定負債合計 15,104 13,201

負債合計 362,968 350,650
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（単位：百万円）

当第４四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 10,630 10,630

資本剰余金 19,141 19,141

利益剰余金 55,061 47,497

自己株式 △2,547 △2,535

株主資本合計 82,286 74,733

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △205 △417

為替換算調整勘定 △20 △19

評価・換算差額等合計 △225 △436

少数株主持分 1,239 1,343

純資産合計 83,300 75,640

負債純資産合計 446,268 426,291
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(2) 【四半期連結損益計算書】
【第４四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第４四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 1,428,207

売上原価 1,308,210

売上総利益 119,996

販売費及び一般管理費 ※
 107,202

営業利益 12,793

営業外収益

受取利息 144

受取配当金 381

不動産賃貸料 875

その他 677

営業外収益合計 2,079

営業外費用

支払利息 114

不動産賃貸費用 656

のれん償却額 12

その他 251

営業外費用合計 1,033

経常利益 13,839

特別利益

固定資産売却益 156

投資有価証券売却益 143

関係会社株式売却益 262

その他 43

特別利益合計 606

特別損失

投資有価証券評価損 482

固定資産除却損 16

固定資産売却損 65

減損損失 764

経営統合関連費用 87

その他 50

特別損失合計 1,467

税金等調整前四半期純利益 12,978

法人税、住民税及び事業税 3,935

法人税等調整額 2

法人税等合計 3,937

少数株主利益 15

四半期純利益 9,026
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【第４四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

当第４四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 379,738

売上原価 346,989

売上総利益 32,749

販売費及び一般管理費 ※
 27,095

営業利益 5,654

営業外収益

受取利息 57

受取配当金 112

不動産賃貸料 258

その他 235

営業外収益合計 663

営業外費用

支払利息 38

不動産賃貸費用 202

のれん償却額 3

その他 92

営業外費用合計 336

経常利益 5,981

特別利益

固定資産売却益 1

投資有価証券売却益 142

その他 22

特別利益合計 165

特別損失

固定資産除却損 4

固定資産売却損 1

減損損失 149

経営統合関連費用 87

その他 0

特別損失合計 243

税金等調整前四半期純利益 5,903

法人税、住民税及び事業税 1,505

法人税等調整額 748

法人税等合計 2,253

少数株主利益 7

四半期純利益 3,642

EDINET提出書類

株式会社菱食(E02558)

四半期報告書

15/24



(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第４四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 12,978

減価償却費 4,867

減損損失 764

のれん償却額 418

退職給付引当金の増減額（△は減少） △289

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △65

貸倒引当金の増減額（△は減少） △223

受取利息及び受取配当金 △526

支払利息 114

持分法による投資損益（△は益） 12

有形固定資産売却損益（△は益） △101

投資有価証券売却損益（△は益） △125

投資有価証券評価損益（△は益） 482

関係会社株式売却損益（△は益） △262

売上債権の増減額（△は増加） △6,270

たな卸資産の増減額（△は増加） △254

未収入金の増減額（△は増加） △2,915

仕入債務の増減額（△は減少） 4,597

未払消費税等の増減額（△は減少） 307

その他 4,475

小計 17,985

利息及び配当金の受取額 526

利息の支払額 △118

法人税等の支払額 △4,599

営業活動によるキャッシュ・フロー 13,794

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,613

有形固定資産の売却による収入 1,364

無形固定資産の取得による支出 △617

投資有価証券の取得による支出 △719

投資有価証券の売却による収入 363

関係会社株式の売却による収入 154

子会社株式の取得による支出 △77

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入

31

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る収入

56

短期貸付金の増減額（△は増加） △169

長期貸付けによる支出 △6

長期貸付金の回収による収入 209

その他 △824

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,848
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（単位：百万円）

当第４四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △650

リース債務の返済による支出 △831

配当金の支払額 △1,461

少数株主への配当金の支払額 △19

自己株式の純増減額（△は増加） △12

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,975

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 8,971

現金及び現金同等物の期首残高 41,582

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 50,553
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 

当第４四半期連結累計期間

（自　平成22年１月１日

至　平成22年12月31日）

１．連結の範囲に関する事項の変更 (1) 連結の範囲の変更

 前連結会計年度まで連結の範囲に含めておりました㈱関西リョーショク

リカー、㈱中国リョーショクリカー及び㈱九州リョーショクリカーは、㈱

リョーショクリカーと合併したため、第１四半期連結会計期間より連結の

範囲から除外いたしました。

第３四半期連結会計期間において、トーショー㈱（現・㈱リョーショク

ペットケア）の株式を取得したことにより、連結の範囲に含めておりま

す。

また、第３四半期連結会計期間において、西日本キャリテック㈱は売却に

より連結の範囲から除外しております。

 (2) 変更後の連結子会社の数　26社

 ２．会計処理基準に関する事項の変更 (1) 企業結合に関する会計基準等の適用

第３四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計

基準第21号　平成20年12月26日）、「連結財務諸表に関する会計基準」

（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計

基準」（企業会計基準第７号　平成20年12月26日）、「持分法に関する会

計基準」（企業会計基準第16号　平成20年12月26日）及び「企業結合会計

基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指

針第10号　平成20年12月26日）を適用しております。

 

【簡便な会計処理】

当第４四半期連結累計期間（自　平成22年１月１日　至　平成22年12月31日）

該当事項はありません。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第４四半期連結累計期間（自　平成22年１月１日　至　平成22年12月31日）

該当事項はありません。

 

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第４四半期連結会計期間末

（平成22年12月31日）

前連結会計年度末

（平成21年12月31日）

※１有形固定資産減価償却累計額 44,388百万円 ※１有形固定資産減価償却累計額 42,022百万円

２偶発債務 ２偶発債務

    下記の銀行借入金に対し、保証を行っております。 (1) 下記の銀行借入金に対し、保証を行っております。

従業員 24百万円 従業員 32百万円

　 (2) 下記の未経過リース料に対し、保証を行っており

ます。

　 ㈲エムエスビー 10百万円

㈱エイ・エフロジテム 5 〃

計 15百万円
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（四半期連結損益計算書関係）

当第４四半期連結累計期間

（自　平成22年１月１日

至　平成22年12月31日）

　

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

　

運賃保管料 55,172百万円

従業員給料手当 24,088〃

賞与引当金繰入額 351〃

退職給付費用 1,075〃

貸倒引当金繰入額 120〃

　

 

当第４四半期連結会計期間

（自　平成22年10月１日

至　平成22年12月31日）

　

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

　

運賃保管料 13,857百万円

従業員給料手当 7,266〃

賞与引当金繰入額 △1,108〃

退職給付費用 250〃

貸倒引当金繰入額 49〃

　

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第４四半期連結累計期間

（自　平成22年１月１日

　至　平成22年12月31日）

　

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

　

     （平成22年12月31日現在） 　

現金及び預金勘定 1,804百万円

有価証券勘定に含まれる譲

渡性預金
17,200〃

短期貸付金 31,700〃

預入期間が３ヶ月を超える

定期預金
△151〃

現金及び現金同等物 50,553百万円

　

 

（株主資本等関係）

当第４四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）及び当第４四半期連結累計期間（自　平成22年１月１日　至　

平成22年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　43,958千株

 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　983千株
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３．新株予約権等に関する事項

該当する事項はありません。

  

４．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）
配当の原資

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日

平成22年３月30日

定時株主総会
普通株式 816利益剰余金 19.00平成21年12月31日平成22年３月31日

平成22年８月２日

取締役会
普通株式 644利益剰余金 15.00平成22年６月30日平成22年９月６日

  

(2) 基準日が当第４四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第４四半期連結会計期間

末後となるもの

該当する事項はありません。

 

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第４四半期連結会計期間(自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日)及び当第４四半期連結累計期間

（自　平成22年１月１日　至　平成22年12月31日）

　食品卸売事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額の合計額に

占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

当第４四半期連結会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）及び当第４四半期連結累計期間

(自　平成22年１月１日　至　平成22年12月31日)

　提出会社及び連結子会社は、全て本邦に所在するため、所在地別セグメント情報に該当する事項はありませ

ん。

 

【海外売上高】

当第４四半期連結会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）及び当第４四半期連結累計期間

(自　平成22年１月１日　至　平成22年12月31日)

　提出会社及び連結子会社は、海外売上高がないため該当する事項はありません。

 

（有価証券関係）

当第４四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）

前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が認められないため、記載を省略しております。 

 

（デリバティブ取引関係）

当第４四半期連結会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

当社グループが行っているデリバティブ取引は全てヘッジ会計を適用しているため、記載の対象から除いてお

ります。

 

（ストック・オプション等関係）

当第４四半期連結会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第４四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成21年12月31日）

１株当たり純資産額 1,909円49銭 １株当たり純資産額 1,728円62銭

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第４四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年12月31日）

　

１株当たり四半期純利益金額 210円2銭 　
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当第４四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年12月31日）

　

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第４四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年12月31日）

　

四半期純利益（百万円） 9,026 　

普通株主に帰属しない金額（百万円） － 　

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 9,026 　

期中平均株式数（株） 42,976,299 　

　

当第４四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

　

１株当たり四半期純利益金額 84円77銭 　

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第４四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

　

四半期純利益（百万円） 3,642 　

普通株主に帰属しない金額（百万円） － 　

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 3,642 　

期中平均株式数（株） 42,975,164 　

 

（重要な後発事象）

当第４四半期連結会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

該当事項はありません。

　

（リース取引関係）

当第４四半期連結会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

該当事項はありません。 
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年２月８日

　

　株式会社　菱　　食　　　　　　  　

　 取締役会　　 御中 　

　

　 有限責任監査法人トーマツ 　

　　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 井　口　芳　夫　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 日　下　靖　規　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社菱食の

平成２２年１月１日から平成２３年３月３１日までの連結会計年度の第４四半期連結会計期間（平成２２年１０月１日か

ら平成２２年１２月３１日まで）及び第４四半期連結累計期間（平成２２年１月１日から平成２２年１２月３１日まで）

に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー

計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の

立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社菱食及び連結子会社の平成２２年１２月３１日現在の財政状態、

同日をもって終了する第４四半期連結会計期間及び第４四半期連結累計期間の経営成績並びに第４四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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